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　日本の学校給食は単なる栄養補給でなく、国が重要課題とする食
育推進の役割を果たしています。その担い手になる栄養教諭は、郷土
食などの和食の継承や食事マナーなどを通して、子どもたちの社会
性を育てています。日本における学校給食の歴史を振り返り、学校給
食の現場の取組みをご紹介するとともに、学校給食における牛乳の
役割について考えます。

30年間、管理栄養士として学校給食

に携わった後、文科省 学校給食調査

官、女子栄養大学短期大学部教授な

どを経て、食育学会評議員、(公財)東

京都学校給食会評議員を歴任。本年

から現職。

　海外のメディアでは、世界中で子どもの肥満が問題になる中

で、日本の子ども達の栄養バランスが優れている原因は日本の

学校給食にあると報じているところがあります。私は50年間、

学校給食に携わってきましたが、学校給食は日本人にとって共通

体験であり共通食だと思っています。

　皆さん、自分が食べた給食を思い出してみてください。脱脂

粉乳の思い出のある方はあまりいらっしゃらないかもしれませ

んが、「ソフト麺だったよ」「ご飯がでたよ」と懐かしく思いだされ

たのではないでしょうか。誰もが体験した学校給食ですが、知っ

ているようで知らないのも学校給食です。　

　なぜ世界に誇れるものなのか、学校給食の歴史を振り返り「学

校給食は生きた教材」「栄養教諭・学校栄養職員」「食育」「安全・

安心な学校給食」の4つの観点からご紹介していきましょう。

　 日本の学校給食の歴史

　日本で最初の学校給食は、明治22年に山形県の私立忠愛小学

校で貧困児童を対象に無料で実施したと言われています。当時は

白い大きなおにぎりとシャケと漬物でした。

　学校給食が本格的になったのは戦後で、当時は栄養失調の子

どもが多く、GHQ・PHW(公衆衛生福祉部)が日本政府に学校給

食を行うことを勧告したことを受けて、昭和21年、文部、厚生、農

林三省通達「学校給食実施の普及奨励について」で、戦後の学校

給食の方針が決定しました。そこには「学童の体位向上並びに栄
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養教育の見地から、広く学校において適切な栄養給食を行うこ

とは誠に望ましいことである」とあります。給食を教育の一環と

とらえて実施しようとしていることがうかがわれます。

　その後、給食実施体制が整備され、昭和25年には８大都市の

小学校児童に対し、米国寄贈の小麦粉により完全給食が実施さ

れました。実施率(人員比%)をみると昭和２１年23%が、昭和

25年69%と急速に普及したことがわかります。給食用物資の

財源はアメリカからの救済資金でしたから、資金終了後やむな

く給食を中止する学校も現れだし、学校給食の継続を要望する

運動が全国的に展開されました。そこで、昭和29年には「学校

給食法」が成立し、公布されました。この時の提案理由にも「児
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童が自らの体験を通して、望ましい日常の食生活の営みを学び

とることであって」という文言が盛り込まれており、教育的な視

点がうたわれていることがわかります。

　スライドにあるように「学校給食法」の第一条には法の目的が

「心身の健全な発達に資し」と、単に栄養補給だけではないこ

と、第二条には4つの目標が示され、その中に「学校生活を豊か

にするもの」といった文言があります。当時の学校給食法が、後

世をしっかりと見据えたものであったことに敬意を表するととも

に、日本政府の給食実施の決意が伝わってきます。

　昭和31年、32年には学校給食法が中学校にも適用され、広

く普及するようになりました。昭和40年代になると脱脂粉乳か

ら3割混入(牛乳が3割入ったもの)に変わり、ソフト麺の導入も

ありました。昭和51年には学校給食制度上に米飯給食が導入

されました。少し時代が飛びますが、平成１７年４月から、学校

栄養職員の長年の悲願であった栄養教諭制度がスタートしまし

た。さらに平成20年に改訂された学習指導要領の総則では「食

育の推進」が明記されています。

 
　新しい学校給食法　目的は「食育」の推進

　このような中、平成21年には学校給食法が大きく改正されました。

　第一条「学校給食の目的」を食育の観点から見直し、第二条の

「学校給食の目標」では、「学校給食を実施するに当たっては、義

務教育諸学校における教育の目的を実現するために、次に掲げ

る目標が達成されるよう努めなければならない」とし、７項目が示

されました。7つの目標を見ていくと栄養バランスの取れた食事

の提供はもちろんですが、望ましい食生活を網羅したものとなっ

ています。まさに、学校給食を活用した「食育」の推進なのです。

　次に、第八条「学校給食実施基準」で学校給食の水準確保

を、第九条「学校給食衛生管理基準」で安全で安心な学校給食

の実施となっています。総じていえることは、学校給食を「生き

た教材」として活用した食育の推進を見据えた改正となってい

ることです。

　私は、平成17年3月に文科省を退官しました。最後の仕事で

栄養教諭制度創設に携わりましたので、第十条に「栄養教諭の

職務内容」が明記され、栄養教諭の果たす役割である学校給食

を活用した食に関する実践的な指導を行うことなどが示された

ことは感無量です。ご紹介してきた、学習指導要領、学校給食

法などの法定整備ができていること、子どもの栄養や食育を担

う専門家である栄養教諭が、責任をもって献立を作成し、おい

しい給食を提供し、「生きた教材」として活用しながら食育に取

り組んでいる事も、日本の学校給食が世界的に評価されている

事なのです。

　学校給食は生きた教材

　学校給食を活用した食育といいますが、現場ではどのような

取り組みがされているのでしょうか。給食の献立は、子どもが教

科学習で得た知識と関連させたもの。四季折々の季節の食材

を利用した家庭料理、行事食、郷土食など、和洋中おりまぜ作成

されています。

　ここで小学校国語科とつないだ給食の例を紹介しましょう。

「サラダでげんき」（東京書籍）というお話です。内容は、子ども
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が、病気のお母さんが早く元気になるようサラダをつくるとい

うお話です。栄養教諭は学習内容を食育の視点で見ています

から、お話に出てきた食品を使用して「げんきサラダ」を献立に

準備します。こうすることで、給食時間に国語科の学習を振り返

ることができ、苦手な野菜も完食となるのです。子どもは家に

帰ってサラダのお話ししますから、家庭への波及効果も期待で

きます。日々の給食時間、4～5分ですが、その日の給食を「生

きた教材」に活用した食育を9年間、発達段階を踏まえて繰り

返せば実践力につながることは言うまでもありません。

　栄養教諭・学校栄養職員

　食育の担い手として誕生したのが栄養教諭です。栄養教諭

とは、栄養士・管理栄養士の免許と栄養教諭免許の2つを併せ

持つ教育的専門職員ですが、学校栄養職員と同様、法律では義

務教育諸学校に「置くことができる」とされています。その理由

は、学校給食が義務法ではなく奨励法であるためです。学校栄

養職員にも栄養教諭に準じて食育を行うように努めるものとさ

れていますが、国の重要課題である食育推進の担い手ですか

ら、一日も早く、栄養教諭を全ての学校に配置できるような制

度が整備されることを願っています。

　食育

　学校における食育は食生活全般にわたり、「食の重要性」「心

身の健康」「地域の産物と食文化」「感謝する心」「社会性」「食

品を選択する力」と6つの目標が示されています。特に食育で

大事なのは、「地域の産物と食文化」の取組みでしょう。たとえ

ばある小学校では、近くの竹林でタケノコがたくさん取れてい

ることを知り、地主にお願いしてタケノコを掘ってもらい、子ど

もたちが皮をむいて、タケノコご飯を給食に出すという取り組

みを行いました。先生も子ども達もそういう体験を通して、地域

を知ることができました。タケノコも残さず食べました。そうい

うことから感謝の心が生まれる、体験させることによって五感

が育まれるのです。

　安全安心な学校給食

　平成8年、「腸管出血性大腸菌0157事件」は5名の子ども

の命を奪う大規模食中毒でした。それを契機に学校給食の衛生

管理の見直しが行われ、学校給食衛生管理基準が制定されまし

た。調理場のドライシステム化など徹底した衛生管理が行われ

ています。学校給食における食中毒の発生状況を見ていただけ

ば一目瞭然、約3万カ所で年間190回実施している調理場で食

中毒発生が一桁と激減していることは驚異的なことであること

を、お分かりいただけると思います。これも世界に誇れることな

のです。

　世界の給食も紹介しましょう。私が実際に見た韓国の学校給食

を紹介します。日本より進んでいるのは保護者の関わりです。韓

国では、献立決定、納入業者の選定、食材の納品時、給食時間の

立ち合いなど、直接保護者がかかわる給食モニター制度があり

ます。納品の立ち合い、給食時間に学校へ訪れるのも毎日です。

　食事内容については、使用食品や調理法まで国が指針を出

して厳しくチェックしています。韓国料理の伝承やキムチが毎

食提供されるのも特徴です。近年、給食費無償化が進んでいま

す。「日本と同じように給食は奨励法なのに、どうして無償化に
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できるの」と聞きましたら、「健康な子どもは国の宝であり給食

は大切」と明快な答えが返ってきました。日本の保護者も、学校

任せにせず、子どもへの食育に参画していただきたいです。

　子どもと牛乳を考える

　第二次大戦後の食糧難によって、子どもたちの体格が悪く

なったというデータが東北大学の近藤正二名誉教授から示され

ています。こうしたデータによって、脱脂粉乳給食がはじまり、ユ

ニセフからも脱脂粉乳の提供がありました。この時に、脱脂粉乳

を飲んだ学校と、飲んでいない学校の子どもたちの身長、座高

のデータも残っています。飲んだ子どもたちは、身長も座高も、

目ざましい発育であったことがわかります。脱脂粉乳は、「牛乳」

におきかえられるまで、学校給食の重要なタンパク源としての

役割を果たしてきました。牛乳の本格的導入は昭和３９年以降

になってからで、工場の施設設備の整ったところから切り替えが

行われました。

　このように、子どもの発育にとって牛乳がいかに貢献してきた

かは学校給食の実施率と体位の推移でも明らかです。

　学校給食の牛乳は、家庭で摂取されにくいカルシウムの供給

源として重要な役割を果たしています。牛乳については、賛否

両論ありますが、成長期にカルシウムをしっかりとっておけば骨

密度が上がり、骨粗しょう症の予防にもつながると考えます。牛

乳を飲むと太るといわれますが、日本人の肥満は欧米に比べる

と、決して多いわけではありません。学童期に牛乳を飲み続け

ることによって、むしろ将来の生活習慣病の危険性を低下させ

ることもできるのです。

　ここで最近の話題をご紹介しましょう。「食品のコレステロー

ルと、血中のコレステロールは関連性が薄い」という新しい知

見です。

　人間は、一旦信じ込むとなかなか変えられないものです。新

しい知見を子どもたちの食育に活用することも、栄養教諭の役

割として重要です。そして子どもを介して家庭も変えるのです。

　最後に、まとめです。

①日本の学校給食は子どもの心身の健康に大きく貢献してきた

②牛乳は、貧しい時代にあってはたんぱく質の供給、現在はカル

シウムの供給源として欠くことができない大切な食品である

③学校給食は１日３食の一食に過ぎないが、成長期に必要な栄

養素を担保するだけでなく、子どもたちに「和食」をはじめ多

様な食文化についても教え、学校教育活動全体の中でも「生

きた教材」として重要な役割を果たしている
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